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はじめに１
生徒用タブレット端末が配付され、3年が経過し
ました。タブレット端末の有効な活用方法は、イン
ターネットで検索すればたくさん出てきますが、ど
んなに効果的な方法でも、準備に多くの時間がかか
るのであれば、自分の授業に取り入れることをちゅ
うちょすると思います。そこで本稿では、個別最適
な学びにつながる、タブレット端末と教科書QR
コードの活用について考えてみたいと思います。

「よい授業」は、生徒の表情を
豊かにする２

私は指導主事をしていたとき、多くの先生方の授
業を見させていただきました。そして、たくさんの
「よい授業」との出合いがありました。「よい授業」
を受けた生徒には、共通の特徴があります。それは、
授業中の生徒の表情が豊かなことです。生徒が自分
で考え、自主的に授業に参加しているため、表情が
豊かになるのです。
「よい授業」での教師の姿は、授業の主役でなく、
脇役になり生徒の学びをサポートすることが中心に
なっています。つまり「生徒主体の学び」「個別最
適な学び」の 2つが成立していることになります。
この２つの学びが成立していれば、少しぐらい説
明がたどたどしくても、生徒自身が学習に主体的に
取り組み、成長していくことができます。授業に自
ら参加し、自分の成長を感じている生徒は豊かな表
情をしています。

学びのユニバーサルデザイン（UDL）３
アメリカでは「主体的な学びができる子どもの育
成」を掲げ、すべての人々の教育と学習を改善およ
び最適化するためのフレームワークである「学びの
ユニバーサルデザイン（Universal�Design�for�
Learning,�以下UDL）」が提唱され，授業改善に活
用されています。UDLでは「提示のための多様な
方法の提供」「行動と表出に関する多様な方法の提
供」「取り組みに関する多様な方法の提供」という
3つの原則に基づいた９つのガイドラインが示され
ています。私は、このガイドラインのポイントを「多
様な生徒に対応できる複数の学習手段を準備するこ
と」ととらえています。
教室には同じ生徒は誰一人としていません。理解
しやすいメディアについても文字、音声、画像、映
像など一人ひとり違うことになります。個別最適な
学びにつなげるには、それぞれの生徒の得意な手段
を選択できる環境やメディアを提供することが大切
になります。しかし、多様な学習手段を準備するに
は多くの時間が必要です。実際に学校現場で指導し
ている先生方は「生徒に大切なのは理解できるが、
現在の学校の多忙さを解消しなければ、実現するの
は難しい」と考えるのもおかしくないと思います。

教科書QRコードの活用４
ここで活躍するのが、タブレット端末です。タブ
レット端末をインターネットに接続すれば、さまざ
まな情報を多様なメディアで取得することができま
す。しかし、インターネットの膨大な情報から授業
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コードを用意し、タブレットで資料を提供していま
す。今まで、QRコードを利用する子どもたちの操
作について問題が起きたことは一度もありません。
つまり、QRコードを活用する技能はすべての子ど
もに身に付いていると考えてよいと思います。
QRコードからの情報に加えて発展的な学習が必
要な生徒には、次の段階として、インターネットか
ら情報を集めるようにします。この段階は、授業の
内容をさらに発展させる生徒のための学習手段にな
ります。すでにQRコードからのメディアを活用し、
学習を進めているため、適切な情報を選択すること
が可能になると考えられます。
このように、教科書のQRコードとタブレット
端末を活用すれば、個別最適な学びを実現する授業
につながります。まだ教科書のＱＲコードを授業で
使っていない先生は、これを機会にお試しください。
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の目的にあった情報を見つけることは、生徒には至
難の業です。多様なメディアを取得するために情報
収集ばかりに時間を取られ、授業の目的が達成でき
なければ本末転倒です。
現在、文部科学省により「学習者用デジタル教科
書実証事業」が進められています。「学習者用デジ
タル教科書」は、生徒用タブレット端末に一部の教
科が採用されている段階だと思います。近い将来、
「学習者用デジタル教科書」が広く普及すると思い
ますが、そうなると動画・アニメーション、ドリル・
ワーク、参考資料などのデジタル教材との一体的使
用が可能となり、普段の授業で個別最適なメディア
を活用できるようになります。しかし、技術・家庭
（技術分野）の「学習者用デジタル教科書」の現段
階での普及率は決して高いとはいえません。
現在利用している「紙の教科書」と「学習者用デ
ジタル教科書」を橋渡しするものがあります。それ
は、教科書に掲載されているQRコードです（図１）。
現在、生徒が使っている紙の教科書には、たくさん
のQRコードが掲載されていることにお気づきで
しょうか。すでに授業で活用されている先生もい
らっしゃると思います。

図１　教科書の QR コード

タブレット端末のアプリを使ってQRコードか
ら検索すると、実験や作業の動画や紙面では掲載さ
れていない追加資料をインターネットから取得する
ことができます。つまり、QRコードを授業で活用
するだけで多様な学習手段の提供につながります。
私は、小学生向けの授業を時々するのですが、QR
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